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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

3

　

長
浜
市
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
証

実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た

富
士
フ
ィ
ル
ム
Ｂ
Ｉ
福
井
が
複
製

し
た
「
下
坂
家
文
書
」
８
点
が
、

同
社
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
伝
統
文
書
複

製
に
よ
る
次
世
代
へ
の
文
化
継
承

を
目
的
と
し
、
同
社
が
最
新
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
中
世
の

地
侍
だ
っ
た
下
坂
家
に
伝
わ
る
文

長
曽
根
町
の
歴
史
刻
む

 

自
治
会
が
絵
図
や
ジ
オ
ラ
マ

「下坂家文書」デジタルで複製
富士フィルムＢＩ福井が市に寄贈

家康の佐和山攻め陣に看板
雨壺山に 地 元 研 究 会 な ど

街
角
で
お
雛
さ
ま
め
ぐ
り

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ま
ち
づ
く
り
役
場
」

　

ま
ち
づ
く
り
役
場
や
曳
山
博
物

館
（
同
）
に
は
手
芸
家
・
木
田
則

子
さ
ん
の
教
室
に
参
加
し
た
生
徒

が
作
っ
た
「
つ
る
し
び
な
」
が
展

示
さ
れ
た
。
つ
り
ひ
も
に
鞠
な
ど

の
飾
り
が
付
い
て
い
る
。

　

周
辺
の
店
先
に
も
陶
器
や
押
し

花
、
和
菓
子
で
作
ら
れ
た
ひ
な
人

形
や
江
戸
時
代
の
享
保
び
な
や
紙

び
な
な
ど
が
並
び
、
観
光
客
は
一

軒
ご
と
に
足
を
止
め
「
か
わ
い
い

ね
」
「
き
れ
い
だ
ね
」
な
ど
と
話

し
な
が
ら
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

研
究
者
ら
に
公
開
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。
問
い
合
わ
せ
は
０
９
０

・
３
９
２
４
・
２
９
９
８
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

完
成
さ
せ
た
。
21
年
に
は
カ
ラ
ー

写
真
や
年
表
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

郷
土
史
（
Ａ
４
判
、
２
５
２
㌻
）

を
発
刊
。
昨
年
は
井
伊
家
が
進
出

す
る
前
の
彦
根
を
想

定
。
中
世
の
ジ
オ
ラ

マ
模
型
を
作
り
上
げ

た
。
ま
た
最
近
も
千

数
百
点
の
古
文
書
を

デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
、

約
３
０
０
㌻
の
目
録

も
ま
と
め
た
ば
か
り

だ
。
北
村
さ
ん
は

「
地
域
資
料
と
し
て

書
を
複
製
し
た
。

　

同
社
Ｄ
Ｘ
推
進
室
の
山
村
哲
也

室
長
が
「
先
人
の
教
え
や
知
恵
を

将
来
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
江
畑
仁
資
副
市
長

が
「
今
後
、
複
製
物
の
展
示
を
通

じ
て
市
民
に
古
里
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
市

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
８
点
は
絵
と
古
文

書
で
、
手
で
触
れ
る
こ
と
も
で
き

る
。
「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」
は

縦
１
４
６
㌢
、
横
87
㌢
と
大
き
く
、

室
町
時
代
に
描
か
れ
た
実
物
同
様

の
金
色
の
風
合
い
が
出
て
い
る
。

市
指
定
文
化
財
の
「
下
坂
家
系
図
」

は
長
さ
10
㍍
以
上
も
あ
る
が
、
忠

実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

家 康 陣 地 の 説 明 板 付 近 か
ら 望 む 佐 和 山 ( 中 央 ) 。右
側 に 伊 吹 山 の 影 も 見 え る

　

徳
川
家
康
が
石
田
三
成
の
居
城

を
攻
め
た
際
の
本
陣
に
、
ア
ル
ミ

製
の
説
明
板
が
設
置
さ
れ
た
。
場

所
は
彦
根
市
後
三
条
町
の
長
久
寺

裏
手
に
あ
る
雨
壺
山
（
あ
ま
つ
ぼ

や
ま
）
北
端
。
佐
和
山
城
研
究
会

（
田
附
清
子
代
表
）
と
淡
海
歴
史

文
化
研
究
所
（
太
田
浩
司
所
長
）

が
個
人
や
団
体
か
ら
資
金
約
20
万

円
を
集
め
、
昨
年
11
月
に
除
幕
さ

れ
た
。

　

横
60
㌢
、
縦
45
㌢
の
板
は
「
徳

川
家
康
が
陣
し
た
雨
壺
山
」
と
題

し
て
い
る
。
説
明
文
に
よ
る
と
、

１
６
０
０
（
慶
長
５
）
年
９
月
15

日
、
関
ケ
原
の
戦
い
に
敗
れ
た
三

成
は
伊
吹
山
の
ふ
も
と
を
現
在
の

長
浜
市
木
之
本
町
古
橋
に
向
か
っ

て
逃
走
。
勝
っ
た
家
康
は
三
成
の

　

彦
根
城
西
方
の
琵
琶
湖
岸
に
あ

る
彦
根
市
長
曽
根
町
の
自
治
会
が
、

地
元
史
の
研
究
と
記
録
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
長
曽
根
は
平
安
時
代
、

貴
族
が
荘
園
と
し
て
開
発
し
た
と

さ
れ
る
。
長
曽
根
町
民
会
館
の
前

に
は
「
虎
徹
の
井
戸
」
と
呼
ば
れ

る
石
碑
が
残
り
、
江
戸
時
代
の
刀

匠
、
長
曽
祢
虎
徹
が
、
こ
こ
で
焼

き
入
れ
し
た
と
の
伝
説
も
あ
る
。

　

北
村
忠
雄
さ
ん
（
66
）
ら
十
数

人
が
研
究
会
を
組
織
。
ま
ず
２
０

１
７
年
、
昔
の
風
景
や
暮
ら
し
を

表
現
し
た
「
ふ
る
さ
と
絵
図
」
を

　

長
浜
市
の
中
心
市
街
地
一
帯
で

店
先
な
ど
に
飾
ら
れ
た
ひ
な
人
形

を
鑑
賞
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
長
浜

の
お
雛
さ
ま
め
ぐ
り
」
が
３
月
８

日
ま
で
開
か
れ
た
。
商
店
街
を
く

ま
な
く
歩
く
と
約
70
セ
ッ
ト
の
ひ

な
人
形
に
出
会
え
る
仕
掛
け
で
、

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
や
店
内
に
並

ん
だ
ひ
な
人
形
が
街
を
彩
っ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ま
ち
づ
く
り
役

場
」
（
同
市
元
浜
町
）
が
客
足
の

落
ち
る
冬
場
の
街
の
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
そ
う
と
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
、

今
年
で
16
回
目
。

佐
和
山
城
（
彦
根
市
北
部
）
を
攻

撃
し
た
。
三
成
の
父
と
兄
が
立
て

こ
も
っ
て
い
た
が
、
17
日
に
落
城

し
た
。
「
こ
の
地
に
佇
（
た
た
ず
）

む
と
、
敗
戦
後
、
居
城
に
帰
れ
な

か
っ
た
三
成
の
無
念
、
戦
い
に
勝

ち
意
気
揚
々
た
る
家
康
の
姿
が
重

な
り
合
っ
て
見
え
て
く
る
よ
う
で

す
」
と
記
述
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

「
ま
ち
づ
く
り
役
場
」
に

展
示
さ
れ
た
つ
る
し
雛

「
下
坂
家
文
書
」
の
忠
実
な

複
製
を
前
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式

中

世

の

彦

根

を

ジ

オ

ラ

マ

模

型

に

し

た

長

曽

根

町

自

治

会

員

ら


